









































































































































































































































































見られるが（詩18: 1011=サム下22: 1011,詩68: 5,詩104: 3,



































ス学派」が研究を進めた。 これに関する代表的な文献は, FM. Cross､Qr"α"""〔）
")I"z "Jz('〃的ﾉ画('"Ic. Cambridge:MassachuSetts:HarvardUniversity
Press, 1973;PatrickD.Millerγ刀zEDILI/"c リ随ﾉ含ガイ"′ j"arr/1' JSmf/. Massa
chusetts:Hal･vardUniversitl' Press, 1973;PauID. Hansoll, TJIED"wqr
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における復活にも， おそらく旧約聖書中唯一言及されている(11 : 33
35, 12: 3, 10)。ここでは，当時成功を収めつつあったマカバイ派の武
装抵抗は，あまり評価されていない(11 : 34)。maSkilとは．第二イザ































ば必ず無力化されたし， これからもそうなるであろう。 また， どのよ
うな横暴な支配者も，神の定める時が来れば， 「人手によらず｣没落す
24－
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るであろう。神への従順の結果としての殉教は，神に覚えられており，
無駄に終わることはない。
以上が，旧約聖書の伝承と預言者達の託宣から導き出されるヤハ
ウェの戦いの性格である。 もとより，現実に暴力に晒されている者に
とって， どのような抵抗をするべきかということは， ボンヘッファー
の選択を例に挙げるまでもなく，簡単に割り切れる問題ではない。 し
かし，軍事力の増強や軍事大国との同盟が， その時代には現実的と考
えられ，多くの賛同を得たにもかかわらず，結果としては国を破滅へ
と追いやった例は，旧約聖書の伝承のみならず，近現代史にも数多い。
一見非現実的な非暴力的抵抗は，実際には現実的でしたたかな生き残
りの道のようにも見えるのである。
しかし， これをもってフィリピンで苦闘している人々への助言とす
ることは出来ない。それは，今日のフィリピンでの経済的不公正や民
主化運動への抑圧といった問題に，時の政権の要求する開発への融資
と技術協力という形で側面から加担してきたのは，他ならぬ日本だか
らである。現代において「ヤハウェの戦い」は，正義と平和を目指す
世界大の「神の宣教」を担う戦いである。それは， まさに日本のキリ
スト教にとっての課題であり， 日本人一人一人に対してこの｢戦い｣へ
の参加が呼びかけられているのである。
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